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はじめに 

[GeTe/ Sb2Te3] 超格子はトポロジカル絶縁体として知られ、非磁性元素で構成されながら大

きな磁気光学効果、磁気抵抗効果や磁気容量効果を示す [1][2] [3]。われわれはこれら特性に加

え強磁性共鳴測定から大きなスピン軌道相互作用が期待されることを報告してきた [4]。今回、

ST-FMR 法により[GeTe/ Sb2Te3]超格子のスピンホール効果を調べたので報告する 

実験方法 

Figure1 に試料構造と測定系を示す。試料は、GeTe と Sb2Te3の 2 元スパッタ法により Al2O3

基板上に [GeTe/ Sb2Te3]超格子を成膜し、その上に Py (Ni20Fe80)を積層し作製した。Py 層の大

きさは長さ 3.5mm 幅 0.1mm 厚さ 60nm である。測定は Py 層を電極とし、高周波電流を印加し

て発生した電圧をロックイン検出した。 

結果と考察 

Figure 2 に印加周波数 7 GHz 時の発生電圧のスペクトルを示す。磁場 500 Oe 付近に共鳴

が見られ、共鳴磁場は印加周波数が高くなるにつれ大きくなった。共鳴スペクトルの対称成分

が大きいことから（対称/非対称比 1.40）大きなスピン軌道相互作用があると考えられる。 
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Figure 1 Experimental setup                           Figure 2 FMR spectrum at 7GHz. 
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